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■総務費　24億9329万1,000円↑
地域振興や交通対策、防災・防犯対策、消費者保護にかかる費用です。
■民生費　76億43038万4,000円↓
（児童福祉費）子ども手当や乳幼児医療費、保育所・児童館の運営など主に子育てにかか
る費用です。（児童福祉費）高齢者福祉や障がい者福祉、生活保護、国民健康保険会計や介護保険会計への繰出金など主に社会保障にかかる費用です。（社会福祉費）高齢者福祉や障害者福祉、生活保護、国民健康保険会計や介護保険会計への繰り出しなど社会保障に係る費用です。
■衛生費 21億3348万2,000円↑
健康増進や環境対策、ごみ収集・処理にかかる費用です。

■労働費　　　1億3829万2,000円↓
■農林水産業費　8億8475万7,000円↑
農業・林業振興にかかる費用です。
■商工費　12億9887万7,000円↓
商店街や企業の育成、観光の振興にかかる費用です。
■土木費　17億9336万6,000円↓
道路や公園、市営住宅などの整備･維持管理、除雪などにかかる費用です。
■消防費　8億6625万2,000円↑
消防や救急にかかる費用です。
■教育費　23億4164万9,000円↑
小・中学校および幼稚園の管理運営、生涯学習や文化・スポーツ振興にかかる費用です。
■災害復旧費　105万円

■公債費　32億5099万7,000円↑
市債（借金）の返済にかかる費用です。
■議会費　2億2560万3,000円↑
■予備費　2,000万円
	業をしている。今回は河和田地区におき今後さらに降雪、積雪が増えるだろうとの見込みで、一早く除雪基地を開設、その後市内全域に除雪基地を開設して迅速な除雪体制の構築に努めた。大雪は災害の一種で、自助･共助・公助の役割をそれぞれが認識し、地域を守り、自分自身で災害から身を守る観点で広報にも努めたい。大雪で被災した道路やガードレールの補修については、区長の方々、県との調整も図り、早急に安全で安心な道路環境の確保に努めていきます。

Q　年配者から雪囲いをするなど生活の知恵として習ってきたことなども啓発活動に取り入れていただきたい。除雪のボランティアなどは前もって準備し、保険対応までしきれない現状で、適用できる保険の制度は？
A 理事者　新年度より地域住民が主体的にまちづくり活動を行うに当り、町内会が加入する自治会保険料に補助金を交付する自治活動保険料補助金制度を市で新設する予定です。一斉除雪や要援護者等の支援活動を行った場合など保険の対象となります。
Q 降雪の少ないところから困っている地域に応援に出向くといった、大雪だけではなく、災害がいつ起こるかわかりません。災害時等の助け合いのボランティアセンターの機能を構築しては
A 理事者　災害救助法が適用される大きな災害を除き、緊急性がある中で地域の手助けを募ることが可能かどうか、総合的によく検討する必要があると思っております。
 (２）若者連携事業について
Q地域の課題も含め、田舎は田舎なりの地域資源を活かせるツーリズム事業の推進は重要な施策と思う。農商工連携事業として考えたとき、狙いは？ 
A　理事者　農林水産業、加工、流通業がお互いの有するノウハウ、技術を活用し一歩踏み込んだ連携を行うことで魅力ある新しい製品やサービスをつくり、地域に活力を生む取り組みで、農家や地域団体、地場産業界、学生団体と連携を深めながら推進していきたいと考えております。

Q　空き家情報なども利活用を図り、グリーンツーリズム事業を発展させると､農山村の他品目の地域資源、さらに畑付き空き家なども活用すれば、持続可能な地域づくりにつながっていくのでは？
A　理事者　空き家利用による定住など持続可能な地域作りを、農業公社での事業展開とあわせて今後検討してまいります。
Q都会の若者との協働のまちづくり、地域活性化をこれまで議会で提案してきました。鯖江版地域交流トキワ荘プロジェクトの事業の狙いは？　この際、現場でのマネジメント力、コーディネート役が必要と思いますが？

A　市長　漫画家集団手塚治さんが育ったトキワ荘、河和田の町で古民家を活用して芸術家を育てようという学生の発想だったんですが、すぐには難しい。今、中山間地域での少子高齢化、空き家が多くなった、後継者がいない、遊休農地が増えている大きな課題を、グリーンツーリズムを中心に今すぐ考えていきたい。市と農業公社さばえ、丹南総合農林事務所、JAたんなんなどで構成する地域農業サポートセンターが中心になってやっていくような事業展開を考えています。河和田アートキャンプも７年目を迎え、建築家や芸術家など社会人となられたOB・OGで大体４００名以上を数えるようになり、彼らにスポークスマン的役割を担ってもらい事業展開を、ひいては鯖江で住んで頂くような仕組みもできたらと思っております。
（3）福井豪雨関連事業の総括について
Q川、砂防工事など関連事業は終了したようだが、どのような総括になり、今後の安全性は？
A　理事者　橋梁の架け替え11橋、5つの狭隘箇所や堰の改修改築、堰も現在片山町と上河内町でこの春完成予定。砂防ダムは18基新設になったが、河和田川の上流部分はまだ不十分で危険箇所も残っている。落井町の中橋から天神側合流部までについては治水安全度が低く、事業採択に向け早期改修を県に要望していきます。また新年度新規事業として、浸水被害を受ける恐れがある住宅などの改修工事に助成制度を設けます。
Q外資系の山林買収の話が問題になっているが、対策を始めておくほうが良いのでは？
A　理事者　豊かな水と緑に恵まれた市民のかけがえのない財産を将来にわたっても健全な姿で守り育てていく。県では、外国資本等による森林買収に関する連絡協議会を発足、国・県の指導を受けながら適切に対応していく。
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東日本大震災でお亡くなりになられた方に衷心より哀悼の意を表しますとともに被災されました方々に、心よりお見舞い申し上げます。


日ごろ「安全安心な、ものづくりのまち、子どもたちの将来に、ゆめの広がる鯖江のまちづくり」のために、皆様と共にがんばっておりますが、今回の東日本大震災は国難ともいえる未曾有の大参事で、いまこそ“生活者の視点”と“現場主義”に、先を読み、ぶれない理想を掲げて的確な判断ができる政治が求められているといえるでしょう。


ところで、3月11日東日本大地震発生は、3月議会産業建設委員会の最中の出来事でした。委員会を暫時休憩して、テレビ放映を見ましたが、東北東関東でおきている甚大な惨事の状況を、安心安全なまちづくりのために、地方議員としてどうしたらいいのか、何をするべきなのか即考えさせられました。


そのあと18日に開催された定例議会の概要と、木村の一般質問の主な内容をダイジェストでお知らせします。


3月定例議会は、最終日､総務委員会、産業建設委員会、教育委員会の委員長が、委員会に付託を受けた案件の質疑の内容、概要を報告し、採決に入りました。とくに産業建設委員会では、衛生費のごみ収集委託料について、さばえブランド特産物販売戦略推進事業について、新規就農促進システム支援事業費について、商工費の地方の元気再生事業費について、街なか賑わいづくり振興交付金について、地域産業振興補助金について、道路整備事業について、公園管理事務所経費について、住宅管理費についてなど質疑がありました。平成23年度の重点施策｢鯖江ブランド」づくり、｢人が増えるまち」づくり、重点項目｢市民主役事業」を盛り込んだ一般会計予算案(230億7800万円・詳細右表)など14議案を可決しました。また、人事案件・市教育委員会委員に福岡俊孝氏、市監査委員に加藤一邦氏の再任を同意し、閉会しました。
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（１）大雪について


Q　雪国根性が弱くなっていたと思うが、雪への備えと雪解け後の対応について


A　理事者　市では関係する行政機関等が連絡会を持ち除雪対策本部が毎


年11月20日から3月末まで設置され、関連情報を共有しながら一連の作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


























【３月定例議会での木村の一般質問～主な内容】　裏面に続く














